
１．留萌市水道ビジョンの改定にあたって  

１－１．留萌市水道ビジョン改定の趣旨 

 

留萌市水道事業では平成 21 年度に『留萌市水道ビジョン－安心と満足の持

続を目指して－』を策定しており、水道ビジョンで掲げた方針・目標に基づく

具体的な施策を順次実行しています。 

水道ビジョン策定から 9 年が経過し、給水人口・給水量の減少、施設・管路

の老朽化、技術職員の減少など水道事業を取り巻く環境はより厳しいものとな

り、このような状況の中で災害対策や水質改善、経営基盤の強化など、より充

実し安定した水道事業の運営が求められています。 

また、水道法改正では水道事業が抱える課題に対して、広域連携や適切な資

産管理、官民連携等を推進することにより水道の基盤の強化を図るものとして

います。 

これらの内部・外部の環境の変化や事業の進捗状況を踏まえ、水道ビジョン

で掲げていた目標や具体的施策の内容を精査し、向こう 10 ヵ年の事業を確実

に実行するために水道ビジョンを見直しすることといたしました。 

水道ビジョンに掲げた目標は達成が容易なものばかりではありません。しか

しながら先人から受け継いできた水道事業に対する信頼を次の世代へ引き継ぐ

ことを目標に、必要不可欠で実現可能な施策を掲げました。 

今後も市民の方々のよりいっそうのご理解とご協力を頂き、事業を推進して

参りたいと考えております。 
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１－２．留萌市水道ビジョンの位置づけ 

 

厚生労働省では、平成 25 年 3 月に「新水道ビジョン」を作成し、水道関係

者の共通の目標となる水道の将来像とそれを実現するための具体的な施策、工

程を示し、水道事業者等の取組を推進するため、「水道事業ビジョン」の作成を

推奨することとし、平成 26 年 3 月 19 日付けで「水道事業ビジョン作成の手

引き」を取りまとめ、公表しました。 

水道が市民生活及び社会経済活動に不可欠な基盤施設として定着した現在、

一時の断水であってもその影響は大きく、長期的な観点から、今後の更新事業

の見通し、更新に際しての目標像の設定が重要であり、水道事業ビジョンは、

そのマスタープランとなるものです。 

 

 

本ビジョンでは、給水量、給水人口等の事業計画に関する事項、財政収支・

組織体制等の経営基盤に関する事項、災害対策や環境保全に対する事項等につ

いて、総合的な観点から、事業の現状と将来の見通しを定量的に分析、評価し、

水道ビジョンに揚げられた政策課題（「安心」、「安定」、「持続」、「環境」）の他、

地域特性を踏まえた課題に対する目標を設定し、目標を実現する具体的施策に

ついて、施設整備のハード面、運営・管理等のソフト面から検討し、工程等を

まとめます。
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 本ビジョンにおける４つの基本理念と実施施策は次の通りとなっています。 

 

 

 

-4-


